
2023年度法政大学高等学校卒業式 校長式辞 

 

春の息吹を感じるこのよき日、卒業式を迎えられた皆さんに、祝福の言葉を贈ります。保

護者の皆様にも感謝をこめてお祝い申し上げます。本日は学校法人・法政大学を代表して、

理工学部長 伊藤一之(いとう かずゆき)先生にお越しいただいております。PTA 会長 荒

井康洋(あらい やすひろ)様をはじめ役員の皆様、同窓会会長 高村嘉昭(たかむら よしあ

き)様を来賓としてお迎えし、卒業式を挙行できますことに、感謝申し上げます。 

 

さて皆さん、スマートフォンは欠かせないものとなっていますが、そのルールについて本

校では三者協議会の議題としてきました。三者協議会とは生徒・保護者・教職員が対等に話

し合う場です。今年度生徒会執行部はカメラ機能を論点としました。私たち大人は「BeReal.」

という SNSを知り、実態に即した多角的な意見が交わされました。結果よい形でバトンが

渡されることになりました。自分たちのことは自分たちで話し合い、時代に合ったルールに

変えたいという生徒の願いが叶ったのです。意見を伝え話し合った皆さんの経験は、きっと

日本社会を変える原動力になると確信します。 

 

最後に、平和について述べます。軍備が増強される中、新外交イニシアティブ代表の猿田

佐世(さるた さよ)さんはシンクタンクを立ち上げ、独自の外交を切りひらいています。ワ

シントンを何度も訪れ、米軍基地の辺野古移設に反対する沖縄県民の声を、アメリカ政府や

議会に届け、ネットワークをつくりロビーイングで成果を上げてきました。猿田さんは「変

えるしかない。楽しいから続けられる。スタッフはみんな若く、楽しんでやっていますよ。」

と言います。私達も余裕をつくり、ワクワクしながら学び続けましょう。 

皆さんの前途に幸多からんことを願い、式辞といたします。 
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